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心
の
健
康
問
題
や

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
は
じ
め
と

す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
、
残
念
な
が

ら
年
々
深
刻
化
し

て
い
る
。
改
善
の

た
め
に
は
、
働
き
や
す
く
風
通

し
の
良
い
職
場
づ
く
り
と
余
裕

の
あ
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

重
要
だ
。
そ
う
し
た
取
り
組
み

は
離
職
防
止
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
・
向
上
に
も
つ
な
が

る
▼
一
方
、
世
界
に
目
を
向
け

る
と
、
力
の
強
い
者
が
、
そ
の

力
で
相
手
を
ね
じ
伏
せ
、
責
任

を
転
嫁
し
な
が
ら
正
当
化
す
る

よ
う
な
動
き
も
見
ら
れ
る
。
い

わ
ば
世
界
規
模
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
も
い
え
る
状
況
で

あ
り
、
本
来
責
任
が
問
わ
れ
る

べ
き
行
為
が
正
当
化
さ
れ
て
い

る
現
状
は
看
過
で
き
な
い
。
そ

の
影
響
は
決
し
て
遠
い
世
界
の

出
来
事
で
は
な
く
、
私
た
ち
の

生
活
に
も
お
よ
び
は
じ
め
て
い

る
▼
お
か
し
い
こ
と
に
は
お
か

し
い
と
い
い
、
正
す
べ
き
こ
と

は
正
す
。
今
回
の
こ
と
で
そ
の

姿
勢
と
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
日

本
国
憲
法
の
持
つ
意
味
と
価
値

の
大
き
さ
を
強
く
感
じ
た
。
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29日　メーデー神戸中央大会（メリケンパーク）
３日　戦争させない、９条壊すな！５・３兵庫
　　　憲法集会（神戸・みなとのもり公園）
16日　県本部公企評2026水道集会・第28回下水道
　　　部会交流会（ひょうご共済会館）

５月１日号は休刊します

当面の日程

　

１
８
８
６
年
５
月
１
日
、
ア
メ
リ

カ
・
シ
カ
ゴ
の
労
働
者
が
「
１
日
８

時
間
労
働
制
」
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ

キ
を
起
こ
し
た
こ
と
が
メ
ー
デ
ー
の

起
源
。
現
在
で
は
、
労
働
者
が
自
身

の
権
利
を
主
張
し
、
団
結
を
示
す
日

と
し
て
、
デ
モ
行
進
や
集
会
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
１
９
２
０
年
に
第
１
回

が
開
催
さ
れ
た
。
今
で
は
５
月
１
日

周
辺
の
休
日
に
各
地
域
で
集
会
が
開

か
れ
、
賃
金
引
き
上
げ
や
労
働
環
境

の
改
善
を
訴
え
て
い
る
。

　

兵
庫
県
メ
ー
デ
ー
神
戸
大
会
は
４

月
29
日
（
祝
）
10
時
よ
り
、
メ
リ
ケ

ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
る
。
各
地
域
の

メ
ー
デ
ー
は
以
下
の
通
り
。
積
極
的

に
参
加
し
よ
う
。

　

連
合
の
26
春
闘
は
３
月
23
日

時
点
で
、
加
重
平
均
１
万
７
６

８
７
円（
５
・
26
％
）と
昨
年
に

続
く
水
準
に
あ
る
。
こ
う
し
た

民
間
労
組
の
奮
闘
を
背
景
に
、

連
絡
会
は
最
終
交
渉
で
次
の
よ

う
な
回
答
を
引
き
出
し
た
。

人
事
院
総
裁

　

①
俸
給
や
一
時
金
は
、
国
家

公
務
員
の
給
与
と
民
間
企
業
の

給
与
の
実
態
を
精
緻
に
調
査

し
、
適
切
に
対
処
す
る
②
特
例

業
務
の
範
囲
や
他
律
部
署
の
指

定
が
厳
格
に
な
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
超
過
勤
務
の
縮
減
に

取
り
組
む
③
定
年
引
き
上
げ
に

伴
う
給
与
カ
ー
ブ
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
職
員
団
体
の
意
見

　

公
務
員
連
絡
会
（
連
絡
会
）
は
26
春
闘
期
の
取
り
組
み
と
し

て
、
人
事
院
総
裁
と
国
家
公
務
員
制
度
担
当
大
臣
に
要
求
書
を

提
出
し
、賃
金
引
き
上
げ
や
人
員
確
保
、60
歳
前
後
の
賃
金
カ
ー

ブ
な
ど
の
課
題
で
交
渉
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
３
月
24
日
に
は

連
絡
会
委
員
長
と
総
裁
お
よ
び
大
臣
の
最
終
交
渉
を
行
い
、
26

年
度
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
回
答
を
引
き
出
し
た
。

も
聞
き
な
が
ら
、
他
の
制
度
と

一
体
で
引
き
続
き
検
討
を
行
う

④
「
職
務
・
職
責
を
重
視
し
た

新
た
な
給
与
体
系
」
や
「
時
間

に
縛
ら
れ
な
い
勤
務
を
可
能
と

す
る
制
度
」
な
ど
を
含
む
「
新

た
な
人
事
制
度
」
に
つ
い
て

は
、
情
報
提
供
を
適
時
適
切
に

行
い
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
を
行
う
。

国
家
公
務
員
制
度
担
当
大
臣

　

①
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、

働
き
が
い
を
持
っ
て
生
き
生
き

と
働
け
る
よ
う
、
国
家
公
務
員

の
処
遇
改
善
に
向
け
て
取
り
組

む
②
26
年
度
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、

連
絡
会
と
も
十
分
に
意
見
交
換

を
行
い
方
針
を
決
定
す
る
③
非

常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
処
遇
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
関

係
機
関
と
も
連
携
し
て
必
要
な

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

こ
う
し
た
回
答
は
、
連
絡
会

の
要
求
に
対
し
て
明
確
に
応
え

る
も
の
で
は
な
い
が
、
課
題
認

識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
連
絡

会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
く
姿
勢
は
確
認
で

き
た
。

　

そ
の
上
に
立
ち
、
連
絡
会
は

次
の
課
題
に
引
き
続
き
取
り
組

む
。
26
年
度
賃
金
は
、
物
価
高

騰
に
負
け
な
い
賃
金
水
準
の
確

保
を
求
め
て
い
く
。「
新
た
な

人
事
制
度
」
は
、
賃
金
関
係
、

勤
務
時
間
関
係
の
両
側
面
か
ら

操り人形

iNaki

人
事
院
に
更
な
る
情
報
開
示
を

求
め
、
合
意
に
基
づ
く
措
置
内

容
を
追
求
す
る
。「
60
歳
前
後

の
給
与
カ
ー
ブ
」
の
課
題
は
、

粘
り
強
く
交
渉
を
続
け
る
。
人

材
確
保
は
、
離
職
等
も
深
刻
な

状
態
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

長
時
間
労
働
の
是
正
、
政
治
も

含
め
た
必
要
な
施
策
を
推
進
す

る
よ
う
求
め
る
。

人事院の川本総裁

公務員連絡会の交渉団。写真右は自治労の石上委員長

【４月18日（土）】
　明石地区（10：00 ～）明石市立市民会館

【４月24日（金）】
　川西・猪名川・豊能地区（18：30 ～）川西市キセラホール
　宝塚地区（18：30 ～）宝塚市立中央公民館1F ホール

【４月25日（土）】
　尼崎地区（10：00 ～）尼崎市立記念公園体育館
　西宮地区（10：00 ～）西宮市六湛寺公園
　三田地区（11：00 ～）三田市役所前風のひろば
　淡路地区（10：00 ～）淡路市しづかホール

【４月26日（日）】
　伊丹地区（10：00 ～）伊丹市昆陽池公園多目的広場
　東播地区（10：00 ～）高砂市総合運動公園
　加西地区（９：30 ～）いこいの村はりま芝生広場
　北播地区（10：00 ～）西脇市総合市民センター体育館

【４月28日（火）】
　丹波地区（19：00 ～）篠山市四季の森生涯学習センター

【４月29日（祝）】
　神戸中央メーデー（10：00 ～）メリケンパーク
　西部地区（10：00 ～）アクリエ姫路
　但馬地区（10：00 ～）日高文化体育館

2026春闘

物
価
高
に
負
け
な
い
賃
金
に

中
央
交
渉 

26
年
度
の
課
題
認
識
を
共
有

8時間労働の記念日
各地のメーデー集会に参加を
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私
た
ち
青
年
部
は
、
女
性
部
と

合
同
で
「
学
習
部
会
」「
交
流
部

会
」「
新
規
事
業
部
会
」
の
３
つ

の
部
会
に
分
け
て
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。「
学
習
部
会
」
で

は
、
年
に
数
回
行
う
地
域
別
交
流

会
の
企
画
運
営
を
主
に
行
っ
て
い

る
。
こ
の
地
域
別
交
流
会
は
単
組

の
青
年
女
性
層
が
賃
金
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
場
、
自
分
た
ち
の
職
場

の
労
働
環
境
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
場
と
し
て
、
大
切
に
し
て

い
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
さ
ら
に

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に

日
々
協
議
を
進
め
て
い
る
。
次
に

「
交
流
部
会
」
で
は
、
年
に
１
回

行
う
ひ
ょ
う
ご
青
年
女
性
大
交
流

会
の
企
画
運
営
を
主
に
行
っ
て
い

る
。
こ
の
ひ
ょ
う
ご
青
年
女
性
大

交
流
会
は
、
単
組
や
ブ
ロ
ッ
ク
を

越
え
た
交
流
を
目
的
と
し
、
青
年

女
性
層
の
仲
間
づ
く
り
を
は
か
る

こ
と
で
、
今
後
の
活
動
に
い
か
し

て
も
ら
う
も
の
で
あ
り
、
地
域
別

交
流
会
と
同
様
に
大
切
に
し
て
い

る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

最
後
に
「
新
規
事
業
部
会
」
で

は
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
や
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の
管
理
や
更

新
を
行
っ
て
い
る
。“
労
働
組
合
”

と
聞
く
と
、
堅
い
印
象
を
持
た
れ

敬
遠
さ
れ
が
ち
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
が
、そ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
に
、

組
合
の
こ
と
以
外
の
情
報
（
例
え

ば
県
内
の
グ
ル
メ
情
報
な
ど
）
を

発
信
し
な
が
ら
、
組
合
が
行
う
取

り
組
み
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
関

心
を
持
ち
や
す
い
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
発
信
し
て
い
る
。

　

以
上
の
３
つ
の
部
会
で
共
同
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
労
働
組
合
は
、
誰
か
１
人
で

は
な
く
、
役
員
全
員
が
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
前
に

は
進
ま
な
い
。
ま
た
運
動
を
引
き

継
ぐ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
青
年

部
は
次
世
代
を
担
う
者
と
し
て
、

日
々
の
活
動
を
通
し
て
よ
り
一
層

絆
を
深
め
、
多
く
の
問
題
や
課
題

に
立
ち
向
か
え
る
強
い
組
織
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

囲碁ボールで交流

初優勝した豊病労組チーム
　

県
本
部
は
第
19
回
卓
球
大
会

を
３
月
14
日
に
豊
岡
市
内
で
開

催
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝

ち
進
ん
だ
兵
庫
県
職
労
、
神
戸

市
従
、
南
あ
わ
じ
市
職
労
、
洲

本
市
職
労
、
た
つ
の
市
労
連
、

姫
路
市
職
、
豊
岡
病
院
労
組
、

丹
波
篠
山
市
職
労
、
丹
波
市
職

労
と
前
年
度
優
勝
の
宍
粟
市
職

労
、
準
優
勝
の
小
野
市
職
、
開

催
地
の
豊
岡
市
職
労
の
12
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。

　

大
会
は
各
リ
ー
グ
１
位
の
南

あ
わ
じ
、
豊
岡
病
院
、
宍
粟
、

豊
岡
の
４
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
出
場
。
第
１
試
合

は
南
あ
わ
じ
と
宍
粟
が
対
戦
し

宍
粟
が
４
対
２
で
勝
利
。
第
２

試
合
は
豊
岡
病
院
と
豊
岡
が
対

戦
し
豊
岡
病
院
が
４
対
０
で
勝

利
し
た
。

　

決
勝
戦
は
２
連
覇
を
狙
う
宍

粟
と
初
優
勝
を
め
ざ
す
豊
岡
病

院
が
対
戦
。
男
子
ダ
ブ
ル
ス
豊

岡
病
院
の
藤
原
・
宇
野
ペ
ア
が

宍
粟
の
徳
久
阪
・
宮
本
ペ
ア
に

３

－

０
。
女
子
ダ
ブ
ル
ス
豊
岡

病
院
の
澤
田
・
荒
川
ペ
ア
も
宍

粟
の
植
田
・
八
木
ペ
ア
に
３

－
０
。
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
豊
岡
病

院
の
三
宅
も
宍
粟
の
妹
尾
に
３

－

０
で
勝
利
。
残
り
４
つ
の
シ

ン
グ
ル
ス
は
同
時
進
行
し
、
後

が
な
い
宍
粟
は
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
で
徳
久
阪
が
勝
利
し
１
勝
を

返
し
た
も
の
の
、
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
豊
岡
病
院
の
澤
田
が
勝

利
し
、
４
対
１
で
豊
岡
病
院
が

大
会
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

な
お
３
位
は
豊
岡
、
４
位
は

南
あ
わ
じ
と
な
っ
た
。

　

高
校
生
平
和
大
使
に
よ
る
集

会
「
未
来
へ
の
架
け
橋
」
が
３

月
15
日
、
神
戸
市
内
で
開
催
さ

れ
、約
１
８
０
人
が
参
加
し
た
。

　

第
28
代「
高
校
生
平
和
大
使
」

を
中
心
に
、
平
和
や
人
権
、
戦

芝
居
」
を
披
露
。
最
新
技
術
を

活
用
し
た
「
ホ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

よ
る
継
承
の
取
り
組
み
で
は
、

過
去
の
悲
劇
を
た
だ
振
り
返
る

だ
け
で
は
な
く
、
現
代
の
技
術

や
言
語
を
活
用
し
「
ど
う
伝
え

続
け
る
か
」
を
真
剣
に
考
え
る

高
校
生
た
ち
の
姿
は
、
参
加
し

た
大
人
た
ち
を
圧
倒
し
た
。

　

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
４
人
の
高
校
生

が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇
。
そ

れ
ぞ
れ
が
活
動
に
参
加
し
た

き
っ
か
け
や
、
学
び
に
つ
い
て
、

等
身
大
の
言
葉
で
語
り
合
っ
た
。

　

県
本
部
は
平
和
大
使
の
取
り

組
み
を
通
し
て
、
世
代
を
超
え

て
平
和
運
動
を
広
げ
て
い
く
。

パネルディスカッションの様子

評議会の

●活●動●紹●介  青年部

争
と
い
う
重
い
テ
ー
マ
に

真
摯
に
向
き
合
う
姿
が
見

ら
れ
た
。

　

被
爆
の
記
憶
を
「
自
分

事
」
と
し
て
継
承
す
る
た

め
、
広
島
で
被
爆
し
た
貞

清
百
合
子
さ
ん
よ
り
講
話

を
受
け
た
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、

被
爆
体
験
を
伝
え
る
「
紙

豊
岡
病
院
労
組
が
初
優
勝

決
勝
戦
で
強
豪 

宍
粟
く
だ
す

県
本
部
第
19
回
卓
球
大
会

学
習
・
交
流
・
新
規
事
業 

３
つ
の
部
会
で
協
議

「
ど
う
伝
え
続
け
る
の
か
」

ホ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
継
承
の
訴
え
高校生平和大使


